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交流に至った経緯、特徴 

平成 22 年度に整備された光ファイバー網の活用及び平成 23 年度施政方針に掲げた

「国際性豊かな人材育成」を実現するため、Ｗeb TV 会議システム利用による国際

交流事業を企画した。チュラローンコーン大学とは、日本語学科教授が民俗調査に

徳之島へ訪れた際から交流を続けており、井之川中学校は夏目踊りなど伝統文化の

保存継承に積極的に取り組んでいることから交流実施校に決めた。 

写真や映像などを使って互いの地域や文化を紹介し、質疑応答で相互の理解を深め、

海外に対する視野を広げるとともに学習意欲の向上につながった。 

  

【写真を使い学校を紹介する生徒】 【スライドを使用し大学の説明をする学生】 

 

今後の展望・課題 

平成 24 年度は町内の中学校から実施校を２校公募し、前期と後期で２回のチュラ大と

の交流授業を計画している。また、今回は双方ともに時間不足の感を否めなかったこと

から、授業時間を拡充する予定である。 

行政及び教育機関として十分なセキュリティーを確保しつつ、システムの障害や機材の

不調に対するバックアップ体制の構築が課題である。今後は Web のみならず、人的な

交流も視野に入れて交流授業を充実して行きたい。 

 

優れた特色 

インターネットを使用した国際交流としては始まったばかりであるが、効果的に交流授

業を進めており、かつ次年度には拡大して計画を進めている点が他の自治体の今後の模

範となりうる。 



 


